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4大特典のご案内

「できるサポート」では書籍で解説して
いる内容について、電話などで質問を受
け付けています。たとえ分からないこと
があっても安心です。

DWG形式のデータを付属CD-ROMに
500点収録！ 住設機器や添景など、作
図を助ける素材が充実しています。

操作を「聞ける！」
できるサポート特典1

500点の豊富な
フリー素材特典2

操作が「見える！」
できるネット1分動画特典4レッスン
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16 図形を削除するには

削除

このレッスンでは、［削除］コマンドで、
図形を削除する操作を解説します。図形
をクリックして選択した後に図形の色が薄
くなることをよく確認しましょう。

▶キーワード
カーソル p.325
クイックアクセスツールバー p.325
コマンド p.325

レッスンで使う練習用ファイル
削除.dwg

ERASEコマンド

Eエイリアス

［ホーム］-［修正］-［削除］リボン

削除したい図形が複数あるときは、手
順3の方法で繰り返し図形を選択しま
す。また、sキーを押しながら図形
をクリックすると選択が除外されま
す。削除対象の図形が薄い色で表示さ
れていることを確認してからvキー
を押しましょう。

複数の図形を削除するには

図形の選択後に［削除］コマンドを実
行しても図形を削除できます。基本操
作を習得できたら試してみましょう。

先に図形を選択しても
削除できる

作図作業では、間違って図形や文字を
削除することがよくあります。その場
合は、クイックアクセスツールバーの
［元に戻す］ボタンをクリックしてくだ
さい。

間違った場合は？

図形の削除を開始する1

削除する部分を選択する2
カーソルの形が変わった

削除する図形にカーソルを
合わせる

❷［削除］を
クリック

❶［ホーム］タブを
クリック

※詳しくは2ページへ
一部のレッスンは、動画で操作を確認でき
ます。操作の流れや画面の動きがよく分か
るので、理解がより深まります。動画を見る
にはスマートフォンでQRコードを読み取る
か、以下のURLにアクセスしてください。

https://dekiru.net/autocad

動画一覧ページを
チェック！

動画だから分かりやすい！

詳しくは……
317ページをチェック！

詳しくは……
332ページをチェック！

すぐに「試せる！」
練習用ファイル特典3

レッスンで解説している操作をすぐに試せる練習用
ファイルを用意しています。好きなレッスンから
繰り返し学べ、学習効果がアップします。

詳しくは……
318ページをチェック！



まえがき
　本書は、AutoCADを初めて操作する方を対象として、体験版のインストール方法やインターフ
ェースの使い方から始まり、2次元図形を作図するために必須な作成・編集コマンドの機能を詳し
く解説しています。AutoCADは数多くのバージョンがありますが、本書では汎用的に利用できる
機能を中心に解説しているので、さまざまな環境で作図ができるようになります。コマンドの基本
操作をマスターできる基本編、実務に即した作図方法が分かる実践編の2部構成となっているので
無理なくAutoCADの操作を学べます。

　作図演習では、最初に機械製図「Vプーリー」の図面作成手順を分かりやすく丁寧に解説してい
ます。機械図面において重要な製図基準を踏まえ、正しい図面の表記を学びながら作図を実践して
いきます。AutoCADの操作だけではなく、機械製図には不可欠な寸法記入や編集の方法も習得で
きるようになっています。

　次に、「マンション平面図」を一例に、建築製図の作図演習を行います。この演習課題では、本
書の練習用ファイルに登録されているブロック図形を使用し、作図補助機能を利用して正確な位置
に図形を配置しながら作図を進める方法を解説しました。

　また、練習用ファイルに作図環境を設定してあるので、AutoCADを初めて使うという方でも安
心して学習を進められるようになっています。

　さらに本書では、オートデスクが開発している「Fusion 360」というクラウドベースの3Dモデリ
ングソフトウェアを利用して、AutoCADの2次元図面ファイルを活用する方法を取り上げています。
3Dモデリングというと身構えてしまう方もいるかもしれませんが、本書の手順通りに操作すれば
3Dモデルの基本が分かります。

　本書は実務実践に役立つコマンド操作を解説しています。1レッスンずつ学習を進めれば業務に
役立つCADのスキルが身に付きます。焦らずじっくりと取り組んでいきましょう。

2016年12月
矢野悦子
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シリーズの読み方

レッスン
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16 図形を削除するには

削除

このレッスンでは、［削除］コマンドで、
図形を削除する操作を解説します。図形
をクリックして選択した後に図形の色が薄
くなることをよく確認しましょう。

▶キーワード
カーソル p.325
クイックアクセスツールバー p.325
コマンド p.325

16

削
除

レッスンで使う練習用ファイル
削除.dwg

このレッスンで紹介した［削除］コマ
ンドやキーボードのdキーを使え
ば、一度作図した図形を削除できます。
誤った図形を作図してしまった場合や
一時的に必要な補助線を引いた場合
も、図形の削除方法を覚えておけば安
心です。画面表示の調整と同様、使用
頻度の高い操作なので、しっかり練習
して身に付けておくといいでしょう。

図形や文字を
簡単に削除できる

キーボードのdキーで、図形の削除
ができます。削除する図形を先に選択
してからdキーを押してください。

キーボードの操作でも
削除できる

削除を実行する3

図形が削除された4
選択した図形が削除された

選択した図形の色が薄くなった ❷vキーを押す

❶図形をクリック

選択した図形が削除された

❷dキーを押す

ERASEコマンド

Eエイリアス

［ホーム］-［修正］-［削除］リボン

削除したい図形が複数あるときは、手
順3の方法で繰り返し図形を選択しま
す。また、sキーを押しながら図形
をクリックすると選択が除外されま
す。削除対象の図形が薄い色で表示さ
れていることを確認してからvキー
を押しましょう。

複数の図形を削除するには

図形の選択後に［削除］コマンドを実
行しても図形を削除できます。基本操
作を習得できたら試してみましょう。

先に図形を選択しても
削除できる

作図作業では、間違って図形や文字を
削除することがよくあります。その場
合は、クイックアクセスツールバーの
［元に戻す］ボタンをクリックしてくだ
さい。

間違った場合は？

❶そのままクリック削除のマーカーが表示された

図形の削除を開始する1

削除する部分を選択する2
カーソルの形が変わった

削除する図形にカーソルを
合わせる

❷［削除］を
クリック

❶［ホーム］タブを
クリック

※詳しくは2ページへ

c＋Q ··········ソフトウェアの終了

ショートカットキー左ページのつめでは、
章タイトルで
ページを探せます。

レッスン
見開き完結を基本に、
やりたいことを簡潔に解説

やりたいことが見つけやすい	
レッスンタイトル
各レッスンには、「○○をするには」や「○○って
何？」など、“やりたいこと”や“知りたいこと”
がすぐに見つけられるタイトルが付いています。

機能名で引けるサブタイトル
「あの機能を使うにはどうするんだっけ？」そんな
ときに便利。機能名やサービス名などで調べやす
くなっています。

手  順

手順見出し
「○○を表示する」など、1つの手順
ごとに内容の見出しを付けています。
番号順に読み進めてください。

操作説明
「○○をクリック」など、
それぞれの手順での実
際の操作です。番号順
に操作してください。

解説
操作の前提や
意味、操作結
果に関して解説
しています。

必要な手順を、すべての画面と
すべての操作を掲載して解説

レッスン
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順3の方法で繰り返し図形を選択しま
す。また、sキーを押しながら図形
をクリックすると選択が除外されま
す。削除対象の図形が薄い色で表示さ
れていることを確認してからvキー
を押しましょう。

複数の図形を削除するには

図形の選択後に［削除］コマンドを実
行しても図形を削除できます。基本操
作を習得できたら試してみましょう。

先に図形を選択しても
削除できる

作図作業では、間違って図形や文字を
削除することがよくあります。その場
合は、クイックアクセスツールバーの
［元に戻す］ボタンをクリックしてくだ
さい。

間違った場合は？

❶そのままクリック削除のマーカーが表示された

図形の削除を開始する1

削除する部分を選択する2
カーソルの形が変わった

削除する図形にカーソルを
合わせる

❷［削除］を
クリック
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※詳しくは2ページへ

c＋Q ··········ソフトウェアの終了

ショートカットキー

キーワード
そのレッスンで覚えておきたい用語の一覧です。巻末の用語集
の該当ページも掲載しているので、意味もすぐに調べられます。

間違った場合は？
手順の画面と違うときには、まずここを見てください。操
作を間違った場合の対処法を解説してあるので安心です。
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c＋Q ··········ソフトウェアの終了

ショートカットキー

※ここに掲載している紙面はイメージです。

　実際のレッスンページとは異なります。

レッスンで使う練習用ファイル
手順をすぐに試せる練習用ファイルを用意して
います。章の途中からレッスンを読み進める 
ときに便利です。

コマンド／エイリアス／リボン
レッスンで解説するコマンドの実行方法をまとめて
掲載しています。

Point
各レッスンの末尾で、レッス
ン内容や操作の要点を丁寧に
解説。レッスンで解説してい
る内容をより深く理解するこ
とで、確実に使いこなせるよ
うになります。

HINT!
レッスンに関連したさまざま
な機能や、一歩進んだ使いこ
なしのテクニックなどを解説
しています。

右ページのつめでは、
知りたい機能で
ページを探せます。

ショートカットキー
知っておくと何かと便利。キーボードを
組み合わせて押すだけで、簡単に操作
できます。
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AutoCADの
基本を知ろう
AutoCADの基本を理解して操作方法を習得する前に、イ
ンストールの手順やはじめにやっておくべき環境設定など
について解説します。正確かつ効率良く作図をするための
準備方法を学びましょう。

●この章の内容
❶
❷
❸
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CADソフトにはさまざまな種類がある

CADソフトは、使用する分野の設計業務により特化し、専門の機能
を搭載した「専用CAD」と、ユーザー自身が選択肢、柔軟に対応で
きるCAD機能を組み合わせることが可能な「汎用CAD」があります。
AutoCADは優れた汎用CADであり、ほかのソフトウェアや画像
データなどを活用して設計図書を作成できます。使い方は人それぞ
れ違いますし、設計の内容によっても使用する機能が変わります。
本書では、AutoCADの豊富な機能の中から、分かりやすく効率的
な設計や作図ができるようにする方法とコマンドの使い方を解説し
ます。

1 AutoCAD って何？

CADソフト

このレッスンでは、CADソフトの種類や
AutoCADの概要を解説します。CADが
業務に対してどのような役割を持つものな
のかを理解しておきましょう。

▶キーワード
AutoCAD	 p.324
CAD	 p.324

CADとはComputer Aided Designの
略称で、コンピューターの支援による
設計を行うシステムを指す言葉です。
CADの用語はJIS B3401（日本工業
規格）に定義されていますが、コン
ピューターで設計業務の効率化を図
り、紙と鉛筆で作成した設計作業の生
産性を高める目的で、多くの技術者が
CAD機能を利用することが一般的に
なりました。もちろん背景には、高性
能なパソコンを安価で購入できるよう
になったことやWindowsの普及で、
CADソフトウェアの開発が進んだこと
が挙げられます。最近ではCAD機能
の利用を2次元から3次元へ移行する
企業も増え始めています。

CAD って何？

●CADソフトの種類

分野 主な CAD ソフト
汎用CAD AutoCAD、Jw_cad、Draftsight など

専用CAD

建築 Vectorworks など
機械 CATIA、SolidWorks、Inventor など
土木 AutoCAD Civil 3D、V-nas など
設備 CADEWA Real、CADWe'll Tfas など

ひと口にCADといっても、その種類は多岐にわたる。
AutoCADはさまざまな用途で利用できる汎用CAD
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「AutoCAD」は汎用的なCADソフト

「AutoCAD」は2Dや3Dの設計データを作成できる高機能CADで、
建築・機械・土木などの分野で設計業務に使用されています。デー
タの精度を保ちつつ、ほかのCADソフトとの互換性が高いため、複
数のオペレーターが巨大な建築物の図面を分担して作図するのも容
易です。かつてCADシステムを導入した企業の多くは、手書き図面
と同じ感覚で工業製品や建築物の設計図を作図していました。また
2次元の図面作成や編集機能を中心に、設計図書の単なる「清書」
としてCADが利用されてきました。最近では、CAD本来の機能で
あるコンピューターによる設計や管理業務との連携、図面を数値化
したデジタルデータの活用に利用されているのが一般的です。
AutoCADは2D・3Dの多機能な設計支援のツールを持つ、代表的
な汎用CADソフトとして多くの企業で利用されているのです。

「AutoCAD LT」は2Dの設計製図に適したCADソフト

「AutoCAD LT」は、2Dの設計製図をより効果的に行うための機能
を利用でき、「AutoCAD」の廉価版としてさまざまな業務で使用さ
れています。手書き図面のような製図テクニックを利用し、線や円
弧を組み合わせた作図による図面作成も可能です。また「AutoCAD」
と同様に、優れた2D機能も利用できます。AutoCADとAutoCAD 
LTでは、X、Y、Z軸の座標をベースにした3Dモデルの表示ができ
ますが、AutoCAD LTでは3次元コマンドを利用できません。

本書の操作を行うには、30日間無料で
試用できる体験版をオートデスクの
Webページからダウンロードします。
AutoCADやAutoCAD LTのパッケー
ジは、買い切りではなく、サブスクリ
プション（月額制）で購入します。有
償版はDVDなどのインストールメディ
ア で は 提 供 さ れ て い ま せ ん。
AutoCADを利用するには、まず体験
版をダウンロードしてインストールを
行います。ダウンロードとインストー
ル方法については、レッスン❷で紹介
します。

AutoCADはどうやって
入手すればいいの？

ひと口にCADソフトといっても、汎用
CADや専用CAD、2次元や3次元など
の違いがあり、その種類は多岐に渡り
ます。中でも、AutoCADは汎用性や
普及度が高いので、初めてパソコンで
製図を始めるのにぴったりなソフト
ウェアです。本書でAutoCADの基本
的な使い方を身に付けて、CADによる
製図の第一歩を踏み出しましょう。

AutoCADでCAD製図の
第一歩を踏み出そう

AutoCADの体験版は、30日の期間限
定で使用できます。30日が経過したら、
以下のWebページから使用期間や目的
に 合 わ せ てAutoCADま た はAuto 
CAD LTを購入できます。

体験版が終了したときは

▼AutoCADのオンラインストアの
Webページ
http://store.autodesk.co.jp/store/
adskjp/ja_JP/html/pbPage.JP_
AutoCAD

AutoCADは建築や機械、土木などさまざまな
分野で設計業務に利用されている
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2 AutoCADを使える
ようにしよう
インストール

このレッスンでは、AutoCAD 2017の体験
版を試用するために必要なインストール手
順を紹介していきます。AutoCADを学習
するための準備を整えましょう。

▶キーワード
AutoCAD	 p.324
Autodeskアカウント	 p.324

AutoCADのWebページを表示する1
❶［スタート］を
クリック

インストールの前に、無償体験版の
Webページをクリックし、内容を確認
しておきましょう。インストールする
パソコンのOSやメモリーの容量、ハー
ドディスクの空き容量など、記載され
た条件を満たした環境でないと、動作
しない場合があります。

動作環境を確認しておこう

▼AutoCADの体験版のWebページ
http://www.autodesk.co.jp/products/autocad/free-trial

Internet Explorerを
起動する

AutoCADの体験版の
Webページを表示する

無償体験版のWebページを
表示しておく

各バージョンのリンクをクリック
すると、OSやCPU、メモリー、
グラフィックカードなどAutoCAD
の動作に必要な環境を確認できる

動作環境の一覧ページが
表示された

❷ここを下にドラッグして
スクロール

❸［Windowsアクセサリ］
をクリック

❹［Internet Explorer］
をクリック

❺アドレスバーにURLを入力

［動作環境］タブをクリック

❼［アカウントを作成］をクリック

❻vキーを押す
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次のページに続く

Autodeskアカウントを作成する2
Autodeskアカウントは、オートデス
クのソフトウェアを利用するときに用
いるアカウントです。AutoCADの体
験版のダウンロードに利用できるほ
か、第8章で紹介するFusion 360の起
動時にも利用します。また、Autodesk 
アカウントには作図環境の設定が保存
されているので、同じアカウントでサ
インインすれば、普段使用しているパ
ソコンとは別のパソコンのAutoCAD
でも、普段と同じ作図環境を再現でき
ます。

Autodeskアカウントって
何？

手順2では、Autodeskアカウントに利
用する希望のパスワードを入力しま
す。パスワードの文字列は、半角英数
字で入力しますが、8文字以上となる
ようにしてください。また、数字と文
字列を組み合わせる必要もあります。
パスワードに設定できない文字列を入
力した場合は、条件を満たしていない
項目に赤いマークが表示されます。パ
スワードを入力するボックスの右に表
示されている目のアイコンをクリック
すると、入力したパスワードが表示さ
れるので、よく確認しながら入力を進
めてください。

パスワードを正しく
設定しよう

❶名前を入力

❷名字を入力

❸メールアドレスを
入力

❹希望のパスワード
を入力

❺［CREATE 
ACCOUNT］
をクリック

❻［DONE］を
クリック

Autodeskアカウントが
作成された
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AutoCAD LTの場合は、以下のURL
からダウンロードできます。手順2以
降はAutoCADと同様に操作します。

AutoCAD LTを
インストールするには

▼AutoCAD LTの体験版のWebページ
http://www.autodesk.co.jp/products/
autocad-lt/free-trial

AutoCAD LTも同様の方法で
インストールできる

手順3の操作3で［キャンセル］ボタン
をクリックしてしまったときは、ファ
イルのダウンロードがキャンセルされ
ます。手順1から操作をやり直してく
ださい。

間違った場合は？

ダウンロードを開始する3

ソフトウェアの使用許諾
と体験版に関するプライ
バシー通知に同意する

スクロールバーを下にドラッグ
してスクロールし、それぞれの
条件を確認しておく

❶［ダウンロードを開始］を
クリック

❷ここをクリックしてチェック
マークを付ける

❸［続行］を
クリック

作成したAutodeskアカウントの
ユーザー名が表示された

❹［実行］を
クリック

インストールの実行ファイルに関する
通知が通知バーに表示された
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インターネットを経由し、不正なアク
セスや通信が行われていないか監視す
るWindowsファイアウォールの機能
によって［Windowsセキュリティの重
要な警告］ダイアログボックスが表示
されます。AutoCADのインストール
に利用されるプログラムに問題はない
ので、［アクセスを許可する］ボタン
をクリックしてインストールを続行し
ましょう。

ファイアウォールの
ブロックを解除するには

手順4で表示される［ユーザーアカウ
ント制御］ダイアログボックスとは、
ソフトウェアのインストールやパソコ
ンの設定変更を行うとき、「そのまま
操作を続行していいかを確認する画
面」です。発行者の署名があるソフト
ウェアでは、画面の上部が空色で表示
されるので、安全なソフトウェアかど
うか を 示 す目 安 を 確 認 で きま す。
AutoCADのインストールによって問
題が起こることはないので、［はい］
ボタンをクリックして操作を進めてく
ださい。

「ユーザーアカウント制御」
って何？

ダウンロードを許可する4

インストールを開始する5

［ユーザーアカウント制御］ダイ
アログボックスが表示された

Windows 7では、［ユーザーアカウント
制御］ダイアログボックスが表示されない

❶［はい］をクリック

［Windowsセキュリティの重要な警告］
ダイアログボックスが表示された

❷［アクセスを許可する］を
クリック

AutoCADのインストーラーが
起動した

［インストール］
をクリック

次のページに続く

［パブリックネットワーク］に
チェックマークが付いている
ときは、［プライベートネット
ワーク］をクリックしてチェッ
クマークを付ける
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手 順7で は「Autodesk AutoCAD」
以外に「Autodesk Recap 360」と

「A360 Desktop」にチェックマーク
が付いた状態で操作を進めています。

「Autodesk Recap 360」は複数の写
真データなどを使用して3Dデータを
生成できるソフトウェアで、「A360 
Desktop」はAutoCADのパフォーマ
ンスの強化やバグ修正を行うためのコ
ン ポ ー ネ ン ト で す。 い ず れ も
AutoCAD自体を利用する上では必要
がないので、手順7でチェックマーク
をはずしてインストールを進めても構
いません。

「Autodesk AutoCAD」以外は
インストールしなくてもいい

AutoCADのインストール先を変更す
るには、手順7の画面で［参照］ボタ
ンをクリックして、一覧からインストー
ル先を選択します。通常、インストー
ル先の変更は不要です。

インストール先を
変更するには

関連するソフトウェアやコンポーネン
トをすべてインストールする場合、イ
ンストールに時間がかかることがあり
ます。利用するインターネット回線の
速度にもよりますが、環境によっては
1時間ぐらいの時間がかかるので余裕
を見ておきましょう。

インストールに時間が
かかる場合もある

使用許諾契約を確認する6

インストールする項目を選択する7

AutoCADの使用許諾契約が
表示された

❷［同意する］を
クリック

❸［次へ］を
クリック

❶スクロールバーを下にドラッグして
使用許諾契約を確認

［インストール］を
クリック

ここでは、AutoCADの関連ソフトウェアを
すべてインストールする
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ほかのソフトウェアの起動中でも
AutoCADのインストールは実行でき
ます。ただし、インストールに時間が
かかる場合もあり、インストール後に
パソコンを再起動するので、ほかのソ
フトウェアはすべて終了しておきま
しょう。

ほかのアプリは閉じておく

AutoCAD 2017をCドライブにインス
ト ー ル し た 場 合、Cド ラ イ ブ の

［Autodesk］-［WI］フォルダーにイ
ンストールに必要なすべてのファイル
が保存されます。ファイルの総サイズ
は約5GBほどありますが、製品のメン
テナンスに必要なファイルなので削除
しないようにしてください。

インストールファイルを
残しておこう

このレッスンでは、AutoCADの体験
版をダウンロードしてインストールす
る方法を解説しました。体験版のダウ
ンロードとインストールは一連の操作
となっているので必ずインターネット
に接続された状態で操作を実行しま
しょう。インストールの初期設定では
AutoCAD以 外 に「Recap 360」 と

「A360 Desktop」という2つのソフト
ウェアが一緒にインストールされます。
ハードディスクの容量が足りない場合
などは、手順7で［Autodesk Recap 
360］と［A360 Desktop］のチェッ
クマークをはずして、AutoCADのみ
をインストールするようにしましょう。

ダウンロードとインストールが
同時に行われる

インストールを完了する8

パソコンを再起動する9

「選択した製品は正常にインストールされました。」
と表示された

［セットアップ］ダイアログボックス
が表示された

パソコンが再起動
された

AutoCADと共有コンポーネントのショート
カットアイコンがデスクトップに表示された

［完了］をクリック

［はい］をクリック
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3 AutoCADを使うには

起動、終了

インストールしたAutoCADを使用するに
は、Autodeskアカウントでサインインを
実行します。初回起動時以外は、自動で
サインインが実行されます。

▶キーワード
AutoCAD	 p.324
Autodeskアカウント	 p.324
CAD	 p.324

AutoCADを起動する1
レッスン❷を参考に、
AutoCADをインス
トールしておく

AutoCADの起動画面が表示される
のでしばらく待つ

［AutoCAD 2017 - 日本
語（Japanese）］をダブル
クリック

Windows 10でAutoCADを［スター
ト］メニューから起動するには、［A］
の項目にある［AutoCAD 2017-日本
語（Japanese）］をクリックします。
関連するソフトウェアやユーティリ
ティーがたくさんあるので間違えない
ようにしましょう。

［スタート］メニューから
起動するには

❶［スタート］を
クリック

❷［AutoCAD 
2017-日 本 語
（Japanese）］
をクリック

❸［AutoCAD 
2017-日 本 語
（Japanese）］
をクリック

Windows 8.1の場合は、アプリ
ビューに切り替えて［AutoCAD 
2017］をクリックする

Windows 7の場合は、［スタート］
-［すべてのプログラム］-［AutoCAD 
2017］の順にクリックする

c＋Q···········ソフトウェアの終了

ショートカットキー
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次のページに続く

Autodeskアカウントのメールアドレスを
入力する2

［サインイン］の画面が
表示された

❶メールアドレスを
入力

Autodeskアカウントのパスワードを入力する3
❶パスワードを
入力

❷［サインイン］を
クリック

❷［次へ］をクリック

Autodeskアカウントへのサインイン
が必要なのは、初回起動時だけです。
次回以降にAutoCADを起動したとき
には、サインインの状態が保持されて
いるので、起動するたびにサインイン
を実行する必要はありません。

サインインの状態は
保持される 

手順1で［Autodesk ReCap 360］を
クリックしてしまったときは、画面右
上の［Close］ボタンをクリックして
操作をやり直します。なお、Recap 
360 Proに関する画面が表示されたと
きは、［stop showing me this］をク
リックしましょう。

間違った場合は？
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AutoCADのセキュリティパッチや更
新プログラム、修正プログラムや学習
コンテンツが利用可能な場合には、手
順6の画面に通知が表示されます。通
知が表示されたら都度プログラムの更
新を行い、AutoCADを常に最新の状
態に保つようにするといいでしょう。

通知が表示されるデータ収集の画面が表示された4

AutoCADが起動した5
AutoCADが起動し、［無料体験版
にようこそ］の画面が表示された

［閉じる］ボタンが隠れているときは、
ウィンドウの外側をクリックする

［閉じる］を
クリック

［OK］をクリック

オートデスクが動作環境として推奨し
ているグラフィックカードがパソコン
に搭載されていない場合、グラフィッ
クのパフォーマンスに関する通知や
メッセージが表示される場合がありま
す。自動的にハードウェアアクセラ
レーションが無効になる場合もありま
すが、本書の2次元操作では問題なく
操作を進められます。

グラフィックカードに関する
メッセージが
表示されたときは

グラフィックのパフォーマンス
に関する通知が表示される場合
がある
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AutoCADの体験版を初めて起動した
ときは、サインインの操作が必要です。
Autodeskアカウントは作業環境の設
定を保持しており、別のパソコンにイ
ンストールされているAutoCADを利
用するときも、サインインすればすぐ
に普段の作業環境が再現されます。 
また、本書の第8章で紹介している
Fusion 360など、オートデスクの別の
ソフトウェアを利用するときにも
Autodeskアカウントが必要になりま
す。

Autodeskアカウントに
サインインしよう

ウィンドウを最大化する6
AutoCADのウィンドウを
最大化する

AutoCADを終了する7
ウィンドウが
最大化された

AutoCADを
終了する

❶［エクスプローラー］を
クリック

❷図面ファイルが
保存されているフ
ォルダーを表示

❸図面ファ
イルをダブ
ルクリック

AutoCADが起動し、
ダブルクリックした
図面ファイルが開く

AutoCADの図面ファイルのアイコン
をダブルクリックすると、AutoCAD
が起動して、ファイルが開きます。

図面ファイルを
ダブルクリックしてもいい

［最大化］を
クリック

［閉じる］を
クリック



レッスン

28

A
utoC

A
D

の
基
本
を
知
ろ
う

基
本
編 

第
1
章

4 AutoCADの操作環境を
設定するには
基本設定

汎用的なCADソフトであるAutoCADは、
自分が使いやすいようにカスタマイズでき
ます。設定項目を変更して、快適に学習
できる環境を整えておきましょう。

▶キーワード
オプション	 p.325
グリッド	 p.325
作図ウィンドウ	 p.326

AutoCAD 2017を起動すると［スター
ト］タブが表示されます。このままで
は設定の変更ができないので、［図面
を開始］をクリックします。

図面を新規作成して
設定を変更する

手順2の画面で画面を右クリックする
代わりに、OPvキーの順にキー
を押しても［オプション］ダイアログ
ボックスを表示できます。

キーボード操作で［オプション］
ダイアログボックスを表示するには

画面の配色変更

図面を表示する1
レッスン❸を参考に、AutoCADを
起動しておく

［図面を開始］を
クリック

［オプション］ダイアログボックスを表示する2
図面が表示
された

❶右クリックして
メニューを表示

❷［オプション］を
クリック

◆［スタート］タブ

［スタート］タブはAutoCADの起動時
に表示される画面です。この画面から、
新しい図面や図面のテンプレートファ
イル、最近開いた図面ファイルなどを
開けます。

［スタート］タブって何？

ダイナミック入力	 p.326

c＋G·············· ��グリッドの表示・
非表示

c＋N·············· 図面の新規作成
¤······················· �ダイナミック入力

のオン・オフ

ショートカットキー

手順2の操作2で［文字検索］をクリッ
クしてしまったときは、［閉じる］ボタ
ンをクリックして操作をやり直しま
しょう。

間違った場合は？
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配色パターンを変更する3
［オプション］ダイアログボックスには
環境設定の項目が多数ありますが、こ
の設定内容は、ソフトウェアに保存さ
れるものと、現在開いている図面ファ
イルにのみ保存されるものの2つに分
類されます。図面のマーク（ ）が付
いた項目は、現在開いている図面ファ
イルにのみ設定が保存されます。

設定が適用される
範囲には2種類ある

［作図ウィンドウの色］ダイアログボッ
クスでは、さまざまな機能で指定する
色を変更できます。色の設定を元に戻
すには、画面右側の［すべてのコンテ
キストを復元］ボタンをクリックしま
しょう。

色の設定を元に戻すには

作図ウィンドウの色を変更する4
［作図ウィンドウの色］ダイアログ
ボックスが表示された

ここでは作図ウィンドウの
色を白にする

［オプション］ダイアログボックス
が表示された

❶［色］のここを
ク リ ッ ク し て
［White］を選択

❷［適用して閉じ
る］をクリック

❸［OK］を
クリック

［オプション］ダイアログボックスで設
定に変更を加えた状態で画面右下の

［適用］ボタンをクリックすると、変更
結果をすぐに確認できます。設定変更
を確定するときは、忘れずに［OK］
ボタンをクリックしてください。

変更結果をすぐに
確認できる

［オプション］ダイアログボックスが
表示された

ここでは、リボンやメニューの
配色を明るい灰色に変更する

❶［表示］タブを
クリック

❷［配色パターン］のここをクリック
して［ライト（明るい）］を選択

❸［色］をクリック

図面のマークが付いている項目
は、現在開いているファイルに
設定が適用される

次のページに続く
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グリッドとは、方眼紙のマス目のよう
なものです。画面上に表示されていて
も、印刷されることはありません。通常、
スナップ機能で指定された角度や間隔
に合わせてカーソルの動きを制限して
作図を行います。［スタート］タブの［図
面を開始］で表示される図面ファイル
の設定では、［グリッド］がオンに設
定されています。グリッドがオンの場
合、距離の目安などを目視で確認でき
ますが、自由な発想で作図をするとき
は、オフにしておきましょう。なお、
グリッドのオンとオフの設定は、現在
開いている図面ファイルに保持されま
す。次回以降に同じ図面ファイルを開
いたときは、グリッドが非表示になり
ます。

グリッドとは

グリッドを再表示するには、ステータ
スバーの［作図グリッドを表示］ボタ
ンをもう一度クリックします。なお、
本書の解説画面や練習用ファイルで
は、グリッドをすべてオフに設定して
います。

グリッドを再表示するには

グリッドの非表示

設定した色を確認する5

グリッドが非表示になった6
グリッドを非表示になった

作図ウィンドウの
色が変わった

［作図グリッドを表示］をクリック

［作図グリッドを表示］をクリッ
クしてオンに設定すると、グリ
ッドを再表示できる

手順5で［スナップモード］ボタンを
クリックしてしまったときは、［スナッ
プモード］ボタンをクリックして標準
の状態に戻し、［作図グリッドを表示］
ボタンをクリックし直します。

間違った場合は？



31

4

基
本
設
定

ここでは、AutoCADの配色やグリッ
ド、ダイナミック入力などの設定を確
認しました。いずれも、快適に学習を
進める上で大事な設定ですが、ダイナ
ミック入力は、オンかオフかで作図効
率が大きく変わる重要な機能です。オ
ンになっていることを確認したら、誤っ
てオフにすることのないように、アイ
コンそのものを非表示にしておくとい
いでしょう。

快適に学習できる環境を
整備しておく

ダイナミック入力の設定確認

ダイナミック入力のアイコンを表示する7
ダイナミック入力の設定を確認するために、
ステータスバーにダイナミック入力のボタ
ンを表示する

❶［カスタマイズ］を
クリック

❷［ダイナミック入力］を
クリック

ダイナミック入力がオンになっていることを
確認する8

オンになっていることが確認できたら、手順7の
操作でボタンを非表示に戻しておく

［ダイナミック入力］の
ボタンが表示された

ダイナミック入力がオンの場合は、
ボタンが青色で表示される

ダイナミック入力とは、コマンドの実
行中に次の操作をガイドする作図補助
機能です。AutoCADの画面について
はレッスン❺で解説しますが、画面の
下部にあるコマンドウィンドウには、
選択したコマンドや入力値が表示され
ます。このボックスをカーソルの近く
に表示する機能がダイナミック入力で
す。カーソルから目を離さずに数値や
コマンドを入力できて便利なのでオン
に設定しておきましょう。

ダイナミック入力って何？

ダイナミック入力がオフになると作図
効率が落ちるので、必ずオンにします。
手順7 〜 8では、ボタンの表示を確認
していますが、初期設定ではステータ
スバーに［ダイナミック入力］ボタン
が表示されません。誤ってオフにしな
いように、アイコンを非表示にしてお
きましょう。

ボタンの非表示で
オフにすることを防ぐ

次の操作や現在のモードの情報が
ツールチップに表示される

作図ウィンドウを
クリック



レッスン

32

A
utoC

A
D

の
基
本
を
知
ろ
う

基
本
編 

第
1
章

ここでは、AutoCADの画面構成を紹介し
ます。それぞれの名称や機能を大まかに
確認しておきましょう。なお、画面の主な
構成はAutoCAD LTと共通です。各部の名称、役割

5 AutoCADの画面を
確認しよう

▶キーワード
アプリケーションメニュー	 p.324
クイックアクセスツールバー
	 p.325
コマンドウィンドウ	 p.325

ビューポート	 p.327
作図ウィンドウ	 p.326

リボン	 p.327

AutoCADの画面構成を確認しよう

下記は、起動時の［スタート］タブから［図面を開始］をクリック
して、AutoCADの基本的な作図作業を行うモデル空間の表示画面
です。レッスン❹で解説したように、ウィンドウの配色とグリッド
の設定を変更した状態になっています。各部の名称を確認しておき
ましょう。

❶アプリケーション
❷クイックアクセスツールバー ❸リボン

❼作図ウィンドウ

❾ ViewCube
ナビゲーションバー

❿コマンドウィンドウ

⓬ステータスバー⓫モデルとレイアウトタブ

❺ビューポート
ラベルメニュー

❻ファイルタブ

❽クロスヘア
カーソル

❹情報センター
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❶アプリケーション
ファイルに関する操作や印刷などを実行できるアプリケーションメニュー
が表示されます。

❺ビューポートラベルメニュー
視点の変更、表示スタイルの切り替えなどを行います。

❷クイックアクセスツールバー
よく使う機能のボタンがある領域です。右クリックでツールバーのカス
タマイズができます。

❹情報センター
キーワードを入力して機能やコマンドを検索したり、オートデスクが提供
するヘルプ情報を参照したりすることができます。

❼作図ウィンドウ
設計製図や編集作業を行う領域です。

❻ファイルタブ
開いている図面を切り替える画面領域です。ファイルタブにはファイル名
が表示され、ファイルタブの右端にある［＋］をクリックすると、新しい
図面を開けます。

⓫モデルとレイアウトタブ
モデル空間とペーパー空間の切り替えができます。図面を作成するための
レイアウトタブは、複数作成できます。

❽クロスヘアカーソル
作図ウィンドウ内に表示される十字型のマウスポインターです。本書では、
以降「カーソル」と表記します。

❿コマンドウィンドウ
コマンドを実行したときの操作の記録や次の操作についての指示など、
AutoCADからのメッセージが表示されます。

❾ViewCubeナビゲーションバー
クリックするだけで、図面の回転や視点の変更ができます。ズームコマン
ドを選択し、画面表示を変更できます。

このレッスンでは、AutoCADの画面
構成を確認しました。AutoCADは非
常に多機能なCADソフトなので、初め
て画面を見たときは、ボタンやタブの
多さに戸惑うかもしれません。しかし、
最初からすべての機能を使うわけでは
ないので、焦ることはありません。第
2章から個々のコマンドをレッスンで
詳しく解説するので、1つずつ着実に
機能を覚えていきましょう。

画面の主な構成を
確認しておこう

⓬ステータスバー
［座標値］［作図補助ツールバー］［ワークスペース切替］などの機能の選
択ができるほか、現在の状態が表示されます。

モデル空間は、1つの図面に1つ存在す
る、AutoCADの基本的な作図作業を
行うための3次元の空間で、すべての
オブジェクトを原寸の長さで扱いま
す。ペーパー空間（レイアウト）は、
印刷時に使用する用紙に相当する2次
元の空間です。

モデル空間とペーパー空間の
違いを知ろう

AutoCAD LTも画面構成は基本的に
は同じですが、リボンのボタン構成が
一部異なり、2次元の操作に関するボ
タンやメニューが用意されています。

AutoCAD LTは一部の
画面構成が異なる

本書の操作手順は、1920×1080ピク
セルの解像度で画面を採取していま
す。パソコンの解像度が1920×1080
ピクセル以下の場合、リボンやタブに
表示される内容が変わります。できる
だけ大きいディスプレイで解像度が高
い方が快適に作図を進められます。デ
スクトップを右クリックしてから［ディ
スプレイ設定］-［ディスプレイの詳
細設定］をクリックし、自分のパソコ
ンで利用できる解像度をよく確認して
おきましょう。

画面の解像度を
確認しておこう

❸リボン
使用頻度の高いコマンドがまとめられたパレット。作業別に分類された複
数のタブがあり、それぞれのタブには近い機能をまとめた複数のパネルが
あります。

◆タブ ◆パネル


